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緒　　言
　本研究は、比較歴史社会学の方法を用いて、冷戦後に
おける日本・米国・中国三国間の関係を中心に据えて、
歴史認識の相違をめぐる中国・日本・米国三国関係の変
容過程を新たな視点より解明しようとするものである。
具体的には、公的記憶の創出・維持・伝達・増幅の装置
である三国の戦争・平和博物館の展示に注目し、ナショ
ナリズムの形成過程を立体的に分析する。その上で、ア
ジア・太平洋地域における国際関係の再編過程を新たな
視点より解明し、歴史和解への道を実現できる新たな方
法を探る。
　従来、博物館というテーマは、主として文化史の一部
として扱われ、都市文化の形成に関連して論じられてき
た。しかし、様々な視点と物語が交差する空間である博
物館にどのような政治的意図が生じるかについては、こ
れまで研究されていない。実際に博物館の展示の背景に
は様々な恣意的な営みがある。たとえ展示物が沈黙して
いても、それらは特定の歴史観、及び展示・設計思想の
もとで選択され、配置される。しかも映像と音響を展示
物と融合させる技術の発達が目覚ましい現在、大衆文化
としての博物館の展示は、歴史的な遺産や展示物を通し
て、歴史の語りの重層性、さらに国民意識の変容・再構
築を解明する上で、重要な手掛りとなる。すなわち、博
物館の使命は、歴史的な遺産の収集、保存、展示、研究、
教育といった旧来の活動に加えて、人々が自らの歴史観
や歴史認識を確認、修正、再構成する国民のアイデンティ
ティ形成の場として、きわめて政治的な意味合いをもっ
ている。
　本研究プロジェクトのなかで、重点を置いているのは、
中国・日本・米国三国の戦争・平和博物館の展示の在り
方によって、歴史認識における相違が三国間の信頼関係
の醸成に与えた影響を明らかにすることである。その上
で、戦争・平和博物館の展示をめぐる中国・日本・米国
三国の知的対話の可能性を模索する。

調査・分析の方法
　まず中国・日本・米国における戦争・平和博物館に関
する基礎データ・文献調査を中心に進める一方、中国・
日本・米国の戦争・平和博物館において発行されている
ガイトブック・パンフレットなどの資料を収集し、研究
調査を行った。
　日本国内において、アジア太平洋戦争に関連する平和
資料館・記念館を調査し、各博物館の設立の経緯を当時
の社会的・政治的背景をもとに研究調査を行った。具体
的に「広島平和記念資料館」、「国立広島原爆死没者追悼
平和記念館」、「長崎原爆資料館」、「国立長崎原爆死没者
追悼平和記念館」、東京にある「平和祈念展示資料館」
と「昭和館」、「大阪国際平和センター（ピースおおさか）」、

「沖縄県平和祈念資料館」、「知覧特攻平和会館」、「舞鶴
引揚記念館」を中心に調査訪問した。同時に各博物館の
設立の経緯を当時の社会的・政治的背景をもとに検討し、
これまでのコレクションの形成やその特徴、および展示
の変遷について調査・分析した。
　それから中国各地の戦争博物館、たとえば「南京大虐
殺遇難同胞記念館」、「中国人民抗日戦争記念館」（北京）、

「9・18 歴史博物館」（瀋陽）など、および米国の戦争博
物館、特にアジア系移民の歴史博物館（主にサンフラン
シスコに「中国人移民歴史博物館」とロサンゼルスにあ
る「日系移民博物館」）における戦争展示の資料収集と
聞き取り調査を行い、博物館設立の経緯や展示内容の変
更などについて調査研究を行った。その後、さらに調査
対象を拡大し、実際の展示内容の確認を行うなど本格的
な調査に着手するとともに、中国・日本・米国三国の戦争・
平和博物館の展示手法、解説バネルの分言、映像や写真
資料の種類などのデータを集積することに力を注ぎ、考
察した。中国、日本、米国の戦争・平和博物館が、アジ
ア太平洋戦争にかかわる重要な歴史事件について、どの
ように解釈するか、なぜ同じ歴史事件に対して、三国の
解釈が全く異なるのか、比較しながら総合的に分析した。
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結　　論
　人ともの、人と人とが実際に出会うことのできる博物
館という空間は、異なる価値観、異なる歴史観に基づく
世界の表象を、ぶつけ合うことができる空間でもある。
博物館は、何かを展示することで、情報を伝達し、人々
に受け入れられ、その結果、「記憶の共同体」を作り上
げる装置として位置づけられている。
　継承される戦争の体験や戦争の記憶は、国により大き
く異なる。中国・日本・米国の戦争・平和博物館を考察
する際に、それぞれ異なる戦争の体験や記憶を持ち三国
の国民にとって、国境を越える「記憶の共同体」を築く
ことは確かに難しい。だが様々な「記憶」があるなかで、
隣人と共生するために、そして未来のために今から「共
通の戦争体験の記憶」を築くのはきわめて大切である。
記憶の共有とは、決して同一の歴史認識を持ち合うこと
ではない。その相違性を踏まえることにより、異なる歴
史認識を相互に認め合い、知識や情報や歴史事実の確認
などを公開することを通して、その相違性から生じる誤
解や偏見を解消していくことが重要である。つまりアジ
ア太平洋地域における中国・日本・米国三国の信頼醸成
の構築は、記憶の共有化の作業を経過して得られる歴史
和解によって実現されるであろう。
　本研究では中国・日本・米国三国における博物館展示
の比較研究を通じて、アジア・太平洋地域における信頼
醸成の構築過程において、記憶の共有を目指す中国・日
本・米国三国における知的共同体の可能性を探っている。
さらに、地球市民として 21 世紀に生きる次世代を担う
人材を育成するため、アジア太平洋地域共同体の再構築
過程において、中国・日本・米国三国が歴史の記憶の共
有を如何に構築すべきかを探ろうとするものである。

今後の課題
　今回の調査においては、中国・日本・米国における戦
争・平和博物館を中心に研究調査を行った。今後、中国・
日本・米国三国の戦争・平和博物館の状況を個別に検討
し、三国の戦争・平和博物館の全体像を総合的に分析す
る必要があるだろう。

注：上記の内容について、2012年4月10日に国際日本
文化研究センターで開催された「東アジア近代史にお
ける“記憶と記念”」国際フォーラムにて招待講演を行っ
た。
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